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CPU性能を向上させたSHマイコン(マイクロコンピュータ) チップ外部のデータに対するアクセス速度,ディジタル信

号処理などの演算性能を向上させ,個人向け情報･通信機器などのニーズにこたえた｡

最近,パーソナル通信用の自動車電話や携帯電話

などが一般化しつつあり,また,一般消費者向けの

マルチメディア機器による大規模な需要動向も活発

になっている｡これら個人向け情報･通信機器のニ

ーズに合わせ,オリジナル32ビットRISC(Reduced

Instruction Set Computer)マイコンSH7600シリ

ーズを開発した｡

シンクロナスDRAM(Dynamic RAM)にも直結

可能なメモリインタフェースと内蔵キャッシュは,

人量データの高速アクセスを‾可能にする｡能力強化

*【寸It製作所半導体事業部

を陳lったDSP(DigitalSignalProcessor)機能を活

用すれば,より自然で高精細な音声や画像などのデ

ィジタル情報を,快適に操作性よく加⊥処現し,短

時間で簡単に通信データのや-)耳丈りを行うこともで

きるようになる｡このような高い処理性能と同時

に,マイクロコントローラ並みの低価格,携帯機器

応用に耐えられる低消雪電力を実現した｡今後も,

低消費電力･高速動作,システムコスト低減など,

情報･通信機器のニーズに対応した製品展開を積極

的に進める｡
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n はじめに

近年,音声や画像データなどの大量ディジタルデータ

を流通,活用する情報化社会の到来が現実化しつつある｡

そのため,通信機能を取り込んだ個人用携帯情報機器や

マルチメディア機器などが注目を集めている｡これらの

個人向け情報･通信機器に搭載するマイコンでは,RISC

並みの演算処理性能,DSP並みのディジタル信号処理性

能を実現し,かつマイクロコントローラ並みの低価格,

携帯器応朋に耐えられる低消雪電力を実現することがニ

ーズとなっている｡

口前二製作所は,このようなユーザーのニーズにこたえ

るため,オリジナルの32ビットRISC,SHシリーズを開

発し,製品化している｡最初の製品ラインアップである

SH7000シリーズのCPU(中央演算処三哩ユニット)性能

は,20MHz動作時16MIPSで,従米のシングルチップマ

イコンの約10偶の性能を達成した｡

しかし,個人向けの情報･通信機器では,より自然な

一加古や高精細の丙像情報を,低価格で,さらに簡単に気

持よく扱えるようにすることが求められている｡これら

の装置では,音声や画像情報をディジタル信号として扱

う場合が多い｡ディジタル化したこれら情報の音質,画

質を■■曽iめるためには,膨大な量のデータが必要となる｡

例えば,1枚のフロッピーディスクで記録できる美しい

ニリニ共は,数枚程度でしかない｡そのため,フロッピーデ

ィスク400枚以上の情報を1枚のディスクに格納できる

CD-ROM(Compact Disk-ROM)なども活用され始めて

いる｡大量なディジタルデータを扱う場合,データ転送

に貸する時側を触縮して装置の操作性などを向上させる

ため,データをコンパクトに圧縮することも行われてい

る｡このデータの[lて縦や,音声･l叶像データの加▼1二･修

止などは,横御浜算などを使ったディジタル信号演算処

理などによって行われている｡そのため,個人情報･通

信機器のマイコンに対するニーズとして,次の2点を主

としたCPUの人幅な性能向上が)拒められてし-る｡

(1)チップ外部のデータに対するアクセス速度

(2)ディジタル信号処理などの演算性能

こうしたユーザーのニーズにこたえるため,SHシリ

ーズの+イ立プロセッサ,SII7600シリーズを開ヲ邑した｡こ

こでは,このSH7600シリーズの最初の製品である

SH7604グ)構成,SH7600シリーズのCPU,さらにSHシリ

ーズの展開について述べる｡
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8 SH7600シリーズ"sH7604”の構成

SH7600シリーズの第一弾として開発したSH7604の

仕様概要を表1に,内部ブロック構成を図1に示す｡

SH7604は,SH7000シリーズと完全なソフト上位互換性

を持ったCPUを中心に,従来提供してきたタイマ,

DMAC(DirectMemoryAccessController)などの周辺

回路に加え,4kバイトのキャッシュメモリ,シンクロナ

スDRAMとも直接接続可能なメモリインタフェース,ソ

フトウェアで内部動作周波数の変更や周辺回路へのクロ

ック供給停止ができる機能,三次元座標変換等の内像処

理高速化にも有効な除算器などを内戚している｡倣月1プ

表I SH7604の仕様概要

SH7000シリーズと完全なソフト上位互換性を持つCP]を中心に,

大量デ川夕に対する実効アクセス時間の短締化や,苦声･画像など

のディジタル信号処王里の高速化に有効な周辺機能を内蔵した｡

項 目 内 容

C P ]
SH7600CPU

(SH7000シリーズと完全なソフト上位互換)

キャッシュ

メ モリ

4kバイト(内蔵メモリとしても利用可能)
64エントリ,4ウェイ:セットアソシアテイ

ブ,ライン長16バイト

バ ス ス テ ート

シンクロナスDRAM,DRAM,PSRAM直結メモリ

インタフェース(リフレッシュ機能 バーストアク

コ ント ロ ー

ラ セス機能)

データアクセス時のウエイトサイクル制御機能

動 作 モ ー ド

内部クロックの倍周,PLLによる同期化およ

び位相90度変更機能

コ ント ロ ー

ラ スリーフ,スタンバイ,モジュールストッフ

C P G の低消費電力状態サポート

マルチプロセッサ構成サポート

除 算 器
64b÷32b→32b‥･32b,32b÷32b→32b…32b

オーバーフロー割込み機能

割 込 み

コントローラ

外部割込み:5本

内部割込み:ll本

優先順位:16レベル

ユーザーブレーク CPU,DMACの命令･データアクセス監視機能
コ ント ロ ー ラ (セルフデバッガなどで適用可)

D M A C

2チャネル

デュアル･シングルアドレスモード

アドレス空間4Gバイト

タ イ マ

柑ビットフリーランニングタイマ:lチャネル

(インフロットキャプチヤ入九アウト70ットコンペ

ア出力)
ウォッチドックタイマ:1チャネル

S C l lチャネル(調歩同期･クロック同期)
パ ッ ケ

ー

ジ 144ピン プラスチックQFP

フ ロ セ ス CMOSO.8ドm

注:略語説明 PSRAM(Pseudo St∂tic RAM),PLL(Phase Locked

Loop),CPG(C】ockPuIseGenerator),SCl(SerialCommリー

nicationlnter†ace),QFP(quadFlatPackage)
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図I SH7604内部ブロック図 チップ内で3分割したデータバスをそれぞれ独立に動作させることに

より,チップ全体の電力消費を低減することも可能となった｡

ロセスは0.8トImCMOS(Complementary MetalOxide

Semiconductor)技術により,45カトランジスタを9.52×

8.66nlm2のチップ上に集積化している｡

キャッシュメモリでは,出力センスアンプのくふうや

有効なデータアレーの限定劾作などによ-),消雪電力を

当社従来比で約‡の100mW以下とした｡データ書込み

は,比較的小容量のキャッシュでは高性能なライトスル

ー方式を手采用し,外部メモリの実効アクセス時間を短縮

した｡シングルライト機能を付加させたシンクロナス

DRAMとの組み合わせにより,大容量で高速アクセス可

能な外部メモリを待った低消雪電ノJのシステムを低価格

で実現することができる｡

凶 SH7600シリーズのCPU

SH7600CPU(SH7600シリーズのCPU)は,SH7000シ

リーズとプ己全なソフト上位互操性を持っている｡新たに

32ビットの乗算命令や遅延条件分岐命令など6命令の新

設および3命令の機能拡張追加を行い,さらに16ビット

の乗算および積和演算の実行サイクル数を減少させた｡

新設および機能拡張された命令を表2に示す｡この命令

強化と動作間波数向上により,演算性能は25MIPS(28.7

MHz,5V動作時)を達成している｡3.29mm2の32ビッ

ト乗算器を含んだCPUの面積は約10mm2で,ASIC

(ApplicationSpecificIC)でも使用できる人きさになっ

ている｡

32ビットの乗算および積和演算をサポートしたことに

より,32ビット精度が要求されるレーザプリンタなどで

のアウトラインフォント展開処二哩や,24ビット精度が必

要な一部の音声処理などが高速に実行できるようにな

る｡また16ビット精度のディジタル信号処理も,実行サ

イクル数を減少させた16ビットDSP機能命令や遅延条

件分岐命令などを浦用することにより,実行時間の削減

を図ることができる｡サーボ制御などのディジタル信号

処理では一般的となっている,16ビット精度のFIR

(FiniteImpulseResponse)およびⅠIR(InfiniteImpulse

Response)フィルタの処理時間を表3に示す｡SH7600

表Z SH7600シリーズでの命令強化

ディジタル信号処理などの高速化を実現するため,倍長精度の

乗算および分岐命令を中心に命令の新設追加,および機能拡張を

行った｡

分

類

オペコード

ニモニック
機 能

新
言′し

白文

追
加

命

DMULS 符号付き倍長(32ビット)精度乗算

DM〕LU 符号なし倍長精度乗算

MUL 32ビット×32ビットー32ビット

DT デクリメント後テスト

BRAFL
無条件分岐〔32ビット･ディスプレイスメン

令
卜(Rn)付きPC相対〕

BSRF サブルーチンプロシジャヘの分岐(同上)

機

能
拡
張

MAC.L 倍長精度積和演算

BF/S 遅延条件分岐(T=0で分岐)

BT/S 同 上 (丁=lで分岐)
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jは,開発中を示す CPU高性能化

■ SH-3(仮称)
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図2 SHシリーズの展開計画 SHシリーズでは,CPUの性能向上を行う垂直展開と,メモリや周辺機

能などによってASSPの拡充を図る水平展開の二つの方向の展開を予定している｡

CPUは,SH7000シリーズの約60%の処理時間でこれら

を行うことができ,約1.6倍の性能向上を実現している｡

表316ビット精度･フィルタ演算の処理時間

サーボ制御などのディジタル信号処王空での,一般的な二つのフィ

ルタ演算の処‡里時間を示す｡SH7600シリーズでは,SH7000シリーズ

の約l.6倍の性能向上を実現した｡

ディジタルフィルタの名称 SH7600シリーズ SH7000シリーズ

FIRフィルタ 87.5ns/TAP 150ns/TAP

l旧フィルタ l.09I⊥S/ステージ l.70トIS/ステージ

巴 SHシリーズの展開

SHシリーズでは,個人向け情報･通信機器などから

のニーズに対応して,CPUの高性能化を図っていく垂直

展開と,主として機器制御などの組込み用途からのニー

ズに,周辺機能やメモリ容量などを対応させていくシン

グルチップタイプの水平展開という2方向の展開を行う

予定でいる｡SHシリーズの展開計画を図2に示す｡

ここで述べてきたSH7600シリーズは,垂直展開の一

環として開発した｡現在は,いっそうのCPUの性能向上

を実現するため0.5l⊥mCMOS技術を用いて,メモリ管理
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ユニットを内蔵するSH-3(仮称)を開発している｡

一方,水平展開ではSH7000シリーズの性能(16MIPS,

5V)を維持しながら,内蔵メモリの容量削減とA-Dコン

バータの削除によって,チップサイズおよびパッケージ

サイズの小型化を図った,SH7020(ROM16kバイト,

RAMlkバイト),SH7021(ROM32kバイト,RAMlk

バイト)を開発した｡100ピンTQFP(Thin Quad Flat

I)ackage)の適用により,パッケージサイズは従来製品

(SH7032,SH7034)と比較して,面積比で約50%のコン

パクト化を実現している｡今後も,ユーザーのニーズに

こたえるASSP(Application Specific Standard Prod-

uct)を積極的に開発し,製品化していく｡

B おわりに

ここでは,個人向け情報･通信機器への対応を重視し

て開発を進めたSH7600シリーズを中心に,32ビット

RISC,SIiシリーズへの取組みについて述べた｡今後,さ

らにシリーズ製品としての品ぞろえを強化するととも

に,ユーザーサイドでの開発効率向上を支援するための

C言語を中心としたマイコン開発ツールや,OS(Operat-

ingSystem)サポートを充実していく｡




